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説
●

学
生
支
援

の
動
向

二
0
0
四

(カ
レ

ッ
ジ
ボ

ー
ド
)

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

芝

田

政

之

(企
画
部
長
)

小

林

こ

ず

え

(調
査
研
究
課
)

米
国

の
カ
レ
ッ
ジ
ボ
ー
ド
は
、

一
九
0
0
年
に
設
立
さ
れ
S
A
T

事
業
な
ど
高
校
生
の
高
等
教
育
機
関
進
学
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
ボ
ー
ド
が
毎
年
と
り
ま
と
め
て
い
る
「学
生
支
援
の
動
向
」

を
抄
訳
し
て
関
係
者
の
皆
様
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

米
国

の
奨
学
金

・
教
育

ロ
ー
ン
制
度
は
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、

高
等
教
育
機
関
、
民
間
等
が
実
施
主
体
と
な
り
、
多
種
多
様
な
内
容

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
連
邦
政
府
が
提
供
し
て

い
る
事
業
は
、
全
体
の
お
よ
そ
四
分
の
三
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。

「学
生
支
援
の
動
向
」
は
、
主
に
こ
の
連
邦
政
府
が
主
体
と
な

っ
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
抄
訳
の
前
に
そ
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
米
国
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る

学
生
数
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
が
九
0
0
万
人
程
度
、
こ
れ
に
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
学
生
を
加
え
た
合
計
で

一
五
0
0
万
人
程
度
で
す
。

(
一
)
ペ
ル
奨
学
金

○

ニ
ー
ド
型

(家
計
の
状
況
か
ら
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
を
対
象

と
す
る
も
の
。
以
下
同
じ
。
)
の
学
部
学
生
用
の
給
付
奨
学
金
。

大
学
が
授
業
料
等
に
充
当
す
る
こ
と
も
で
き

る
し
、
学
生
に
給
付

す
る
こ
と
も
可
能
。

○
支
給
額
は
、
家
計
の
状
況
と
高
等
教
育
を
受

け
る
の
に
必
要
な
経

費
を
勘
案
し
て
決
定
。
最
高
四
0
五
0
ド
ル

(年
間
)
ま
で
。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、
五

一
四
万
人
が
対
象
、

一
人

当
た
り
平
均
受
給
額
二
四
六
六
ド
ル

(年
間
)。
総
予
算
額

一
二

七
億
ド
ル
。

(二
)
補
助
的
教
育
機
会
奨
学
金

○
キ
ャ
ン
パ
ス
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
よ
ば
れ
、
大
学
が
連
邦
政
府
か
ら

の
資
金
を
受
け
て
運
営
。
家
計
の
状
況
等
か
ら
必
要
度
が
極
め
て

高
い
者
が
対
象
で
、
ペ
ル
奨
学
金
の
受
給
者
を
優
先
。
大
学
が
授

業
料
等
に
充
当
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
学
生
に
給
付
す
る
こ
と

も
可
能
。

○
支
給
額
は
最
高
四
0
0
0
ド
ル

(年
間
)。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、
一
二
四
万
人
が
対
象
、
一
人

当
た
り
平
均
受
給
額
六

一
五
ド
ル

(年
間
)。
総
予
算
額
七

・
六
億

ド
ル
。

(三
)
パ
ー
キ
ン
ス

・
ロ
ー
ン

○
キ
ャ
ン
パ
ス
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
、
大
学
が
連
邦
政
府
か
ら

の
資
金
を
受
け
て
運
営
。
利
率
は
低
く
設
定
。

○
支
給
額
は
、
学
部
学
生
が
四
0
0
0
ド
ル

(年
間
)
、
大
学
院
生

が
六

0
0
0
ド
ル

(年
間
)。

○
返
還
は
、
卒
業
九
か
月
後
か
ら

一
0
年
以
内
。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、
六
四
万
人
が
対
象
、

一
人
当

た
り
貸
与
額

一
八
七
七
ド
ル

(年
間
)。
総
予
算
額

一
二
億
ド
ル
。

(四
)
雇
用
機
会
奨
学
金

○
キ
ャ
ン
パ
ス
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
呼
ば
れ
、
大
学
が
連
邦
政
府
か
ら

の
資
金
を
受
け
て
運
営
。
学
内
、
あ
る
い
は
学
外
に
お
け
る
専
攻

分
野

に
関
連
し
た
職
種
で
働
く
こ
と
に
よ

っ
て
賃
金
を
得
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
連
邦
最
低
賃
金
を
保
証
。
認
定
を
受
け
た
金
額
に
見
合

う
労
働
時
間
を
許
可
。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、

一
0
七
万
人
が
対
象
、

一
人

当
た
り
受
給
額

一
一
三
五
ド
ル

(年
間
)
。
総
予
算
額

一
二
億
ド

ル
。

(五
)
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン

○
連
邦
政
府
の
ロ
ー
ン
で
あ
り
、
在
学
中
は
無
利
子
と
な
る
補
助
型

と
在
学
中
も
有
利
子
と
な
る
非
補
助
型
の
二
種
類
。
補
助
型
に
つ

い
て
は
家
計
基
準
等
を
設
定
。
非
補
助
型
に

つ
い
て
は
特
段
の
基

準
な
し
。
連
邦
政
府
か
ら
直
接
借
り
る
場
合
に
は
、
大
学
が
仲
介

し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
銀
行
等
が
運
営
。
利
率
は
、
最
高
八

・

二
五
%
ま
で
。
貸
与
金

の
四
%
を
手
数
料
と
し
て
徴
収
。

○
卒
業
六
か
月
後
か
ら
返
還
。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、
補
助
型
は
五
二
三
万
人
が
対

象
、

一
件
当
た
り
平
均
貸
与
額
三
0
三
八
ド

ル

(年
間
)。
非
補

助
型
は
、
三
六
一二
万
人
が
対
象
、

一
件
当
た
り
平
均
貸
与
額
三
二

七
四
ド
ル

(年
間
)
。

(六
)
P
L
U
S
ロ
ー
ン

○
連
邦
政
府
の
非
補
助
型
で
保
護
者
向
け
の
ロ
ー
ン
。
必
要
教
育
経

費
か
ら
他

の
奨
学
金
等
の
支
給
額
を
差
し
引

い
た
残
余
額
を
貸

与
。
利
率
は
最
高
九
%
ま
で
。

○
貸
与
終
了
か
ら
六
0
日
後
返
還
開
始
。

○
二
0
0
三
～
四
年
度
の
実
績
で
は
、
七
四
万
人
が
対
象
、

一
件
当

た
り
平
均
貸
与
額
八
八
三
九
ド
ル
。
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「学
生
支
援

の
動
向

二
〇
〇
四
」

(抄
訳
)

は
じ
め
に

以
下
は
、
学
生
支
援
金
、
す
な
わ
ち
中
等
後
教
育

の
経
費
負
担
を

助
成
す

る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
給
付
奨
学
金
、
ロ
ー
ン
、
ワ
ー
ク

・

ス
タ
デ
ィ
、
教
育
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
動
向
で
あ
る
。
カ
レ
ッ
ジ

ボ
ー
ド
で
は
、

一
九
八
三
年
に
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
、
高
等
教
育

機
関
が
負
担
す
る
学
生
へ
の
財
政
支
援
額
を
記
録
す
る
た
め
に
本
報

告
書
の
出
版
を
開
始
し
た
。
こ
の
間
、
学
生
に
対
す
る
財
政
支
援
制

度
は
よ
り
複
雑
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
学
生
支
援
と
そ
の
他
の
財
源

に
よ
る
も

の
の
区
別
が
明
瞭
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
報

告
書
で
は
、
よ
り
伝
統
的
な
形
態
の
支
援
に
加
え
て
、
連
邦
政
府
の

教
育
税
制
上
の
優
遇
措
置
や
民
間
の
商
業
ベ
ー
ス
資
金
に
よ
る
学
生

へ
の
非
補
助
型
ロ
ー
ン
も
学
生
支
援
と
し
て
取
り
扱

っ
て
い
る
ほ

か
、
教
育
貯
蓄
口
座
に
関
す
る
情
報
も
含
ん
で
い
る
。

財
政
支
援

の
位
置
づ
け
が
わ
か
る
よ
う
に
、

「カ
レ
ッ
ジ
教
育
費

の
動
向
」
の
中
か
ら
デ
ー
タ
を
選
択
的
に
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
学
部
学
生
の
授
業
料
等
納
付
金
と
大
学
生
を
持
つ
可
能
性
の

高

い
家
庭
の
所
得
の
推
移
を
対
照
す
る
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
、

一
人

当
た
り
で
見
た
給
付
奨
学
金
、
ロ
ー
ン
、
総
支
援
額
と
比
較
対
照
さ

れ
る
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
と

一
緒
に
公
表
さ
れ
た

「
カ
レ
ッ
ジ
教
育
費
の
動
向
」

は
、
学
部
生
の
授
業
料
等
納
付
金
、
住
居
費
、
食
費
、
そ
の
他
の
カ

レ
ッ
ジ
や
大
学
教
育
に
関
連
し
た
経
費
の
推
計
額
に
関
す
る
カ
レ
ッ

ジ
ボ
ー
ド
の
年
次
調
査
に
よ
る
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
い
る
。
「学
生

支
援
の
動
向
」
の
最
新

の
デ
ー
タ
は
、
二
0
0
三
～
二
0
0
四
年
度

の
も
の
で
あ
り
、

一
方
、
「カ
レ

ッ
ジ
教
育
費

の
動
向
」
は
二
0
0

四
～
二
0
0
五
年
度
の
デ
ー
タ
も
包
含
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
ボ

ー
ド
で
は
、
両
方
の
報
告
を

一
緒
に
刊
行
し
、
カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
が

課
す
る
教
育
費
と
そ
れ
ら
に
充
当
す
る
の
に
学
生
が
利
用
可
能
な
支

援
の
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
と
し
た
。
高
等
教
育
機
関
へ
の
経
費
面

で
の
進
学
の
可
能
性
を
考
え
る
際
に
は
、
学
生
や
家
族
に
よ

っ
て
実

際
に
支
払
わ
れ
る
経
費
の
ほ
う
が
、
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
公

表
価
格
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
本
年
は
、
「動
向
」
の
報
告
と
と
も

に
、
「教
育
の
便
益

:高
等
教
育
が
個
人
や
社
会
に
も
た
ら
す
便
益
」

も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
報
告
は
、
高
等
教
育
が
個
人
及
び
社

会
全
体

に
も
た
ら
す
金
銭
的

・
非
金
銭
的
な
便
益
の
両
方
を
扱

っ
て

い
る
。
同
報
告
は
中
等
後
教
育

へ
の
進
学
に
関
す
る
進
展
と
依
然
埋

ま
ら
な

い
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
便
益
の

配
分
に
つ
い
て
も
光
を
当
て
て
い
る
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
当
ボ
ー
ド
で
は
、
対
象
事
業
を
見
直
す
と
と

も
に
過
去
に
掲
載
し
た
統
計
で
よ
り
よ
い
も
の
が
利
用
可
能
に
な

っ

た
場
合

に
は
、
そ
れ
を
更
新
す
る
作
業
を
続
け
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
今
回
の
報
告
は
、
出
版
済
み
の

「学
生
支
援

の
動
向
」
を
更
新

す
る
も

の
で
あ
る
。

学
生
支
援
の
定
義

学
生
や
家
族
は
、
高
等
教
育
の
経
費
の

一
部
し
か
支
払
わ
な

い
。

残
余
に
は
、
様
々
な
原
資
が
充
て
ら
れ
る
。
公
立
の
カ
レ
ッ
ジ
や
大

学
で
は
、
授
業
料
の
水
準
は
、
当
該
機
関
の
経
費
よ
り
も
は
る
か
に

低
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
州
政
府
が
、
年
間
六
0
0
億
ド
ル
を

カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
に
交
付
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
近
年
、
州
政
府

交
付
金
が
経
費
に
占
め
る
比
率
は
減
少
し
、
授
業
料
等
納
付
金
の
占

め
る
比
率
が
上
昇
し
て
い
る
。
私
立
の
カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
の
授
業
料

は
は
る
か
に
高
い
が
、
そ
れ
で
も
学
生
の
教
育

に
か
か
る
当
該
機
関

の
経
費
よ
り
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
低
く
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
主

に
民
間
の
慈
善
事
業
資
金
か
ら
の
収
入
に
よ
り
補
助
を
受
け
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

学
生
の
立
場
に
立
て
ば
、
返
還
を
要
求
し
な

い
純
粋
な
補
助
金
た

る
給
付
奨
学
金
は
、
カ
レ
ッ
ジ
進
学
の
可
能
性
を
間
違
い
な
く
高
め

る
最
も
望
ま
し
い
支
援
形
態
で
あ
る
。
税
金
の
教
育
費
還
付
は
、

一

九
九
八
年
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
授
業
料
等
納
付
金
に
係

る
減
税
は
二
0
0
二
年
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
も
純
粋
な
補
助
金

で
あ
る
。

給
付
奨
学
金
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
加
え

て
、
学
生
支
援
の
方

策
に
は
最
終
的
に
は
す
べ
て
の
教
育

ロ
ー
ン
が
含
ま
れ
る
。
教
育
ロ

ー
ン
の
約
三
七
%
は
、
連
邦
政
府
が
補
助
し

て
い
る
ス
タ
フ
ォ
ー

ド

・
ロ
ー
ン

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ロ
ー

ン
は
、
学
生
が
学
業
を
終
え
た
後
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

在
学
中
お
よ
び
全
返
還
期
間
を
通
じ
て
連
邦
政
府
が
利
子
補
給
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
相
当
額
の
補
助
金

の
下
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
非
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補
助
型

ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
補
助
型
に
比

べ
は
る
か
に
小
規
模
な
補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
非
補
助
型
で

は
、
学
生
が
在
学
中
も
利
子
が
課
せ
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
ロ
ー
ン
は
、
補
助
型

ロ
ー
ン
同
様
に
政
府
保
証
付
き
で
あ
り
、

利
子
水
準
も
市
場
利
率
に
比
べ
れ
ば
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

「学
部
学
生
に
係
る
保
護
者
ロ
ー
ン

(P
L
U
S
)」
も
利
子
率
が

法
令
に
よ
り
制
限
を
受
け
て
い
る
。
学
生
の
依
存
度
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
銀
行
や
他
の
民
間
の
貸
し
手
の
教
育

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
学

生
に
対
す
る
補
助
は
な
い
。
こ
れ
ら
も
本
報
告
に
お
け
る
学
生
支
援

施
策
に
含
ま
れ
て
い
る
。
学
生
に
と

っ
て
は
、
そ
れ
ら
は
他
の
教
育

ロ
ー
ン
に
代
替
し
得
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ロ
ー
ン
は
、

一
般
的
に
は
高
等
教
育
機
関
の
学
生
支
援
担

当
室
に
よ

っ
て
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
な

っ
て
い

る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
高
等
教
育
機
関
が
学
生
に
提
供
す
る
包
括

的
に
組
ま
れ
た
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
、
実
際
に
学
生
支
援
と
な
る
事
業

に
比
べ
、
増
加
率
で
見
る
と
よ
り
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
連
邦
政

府
、
州
政
府
、
高
等
教
育
機
関
の
支
援
は
、

一
九
九
三
～
九
四
年
度

か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の

一
0
年
間
に
イ
ン
フ
レ
率
調
整
後
で

み
て
も
倍
増
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
以
外
の
ロ
ー
ン
を
含
め
る
と
、

全
支
援
事
業
の
規
模
は
、

一
二
二
%
の
増
加
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
連
邦
政
府
以
外
の
ロ
ー
ン
は
、

一
般
的
に
伝
統
的
な
学
生
支
援

事
業
で
充
足
さ
れ
な
い
部
分
を
埋
め
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ワ
ー
ク

・
ス
タ
デ
ィ
の
資
金
は
、
学
生
支
援

予
算
の
わ
ず
か

一
%

を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
高
等
教
育
機
関
に
対

す
る
補
助
金
で
あ
り
、
学
生

へ
の
賃
金
支
払
い
資
金
の
折
半
の
形
態

で
交
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
学
生
に
対
し
て

有
益
な
雇
用
機
会
を
保
証
し
、
カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
が
学
生
に
提
供
す

る
包
括
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
こ
ま
れ

て
い
る
。

高
等
教
育
費
に
係
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
は
、
近
年
著
し
く
増
加

し
て
い
る
。
税
金
の
教
育
費
還
付
、
授
業
料
等
納
付
金
に
係
る
減
税

が
、
こ
の
種
の
形
態

の
補
助
と
し
て
は
唯

一
、
学
生
支
援
策
に
含
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
生
は
こ
の
他
に
も

い
く

つ
か
の
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
享
受
し
て
い
る
。
二
0
0
二
年
に
お
い
て
は
、
六
七
0

万
人
が
、
学
生
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
支
払

い
に
つ
い
て
四
五
億
ド

ル
の
減
税
を
申
告
し
て
い
る
。

ニ
ー
ド
型

(所
得
基
準
型
)
と
非
ニ
ー
ド
型

(非
所
得
基
準
型
)
支
援

本
報
告
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
学
生
支
援
は
、
様
々
な
目
的
に
即
し

て
い
る
。

一
九
七
0
年
代
、
八
0
年
代
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
し
で
は

カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
学
生
の
カ
レ
ッ
ジ
教
育
を
受
け
る
可
能
性
を
増

す
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
生
の
高
等
教
育
機
関
の
選

択
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
学
業
の
達
成
度
を
評
価
す
る
こ
と
、
中

位
所
得
家
計
の
財
政
面
の
困
難
性
を
緩
和
す
る
こ
と
に
ま
す
ま
す
焦

点
を
当

て
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
本
報
告
書
に
お
け
る
、
ほ
と
ん

ど
が
ニ
ー
ド
型
で
あ
る
連
邦
政
府

の
給
付
奨
学
金
に
関
す
る
デ
ー

タ
、
及
び
教
育
に
係
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、

連
邦
レ
ベ
ル
で
の
こ
の
よ
う
な
動
向
を
示
し
て
い
る
。
本
報
告
書
は
、

州
政
府

の
ニ
ー
ド
型
と
非

ニ
ー
ド
型
の
給
付
奨
学
金
を
区
分
で
き
る

情
報
も
含
ん
で
い
る
。
高
等
教
育
機
関
が
提
供
す
る
支
援
は

ニ
ー
ド

型
と
非

ニ
ー
ド
型
の
区
別
が
明
瞭
で
な
い
が
、
本
報
告
書
で
は
、
高

等
教
育
機
関
の
非
ニ
ー
ド
型
支
援
及
び
所
得
水
準
に
よ
り
変
化
す
る

機
関
支
援
の
配
分
状
況
を
提
示
し
て
い
る
。

学
生
の
負
債

一
九
八
0
年
代
初
頭
よ
り
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
高
等
教
育

の
た
め
の
負
債
が
増
大
し
て
い
る
状
況
を
捉
え
て
き
て
い
る
。
昨
年
、

一
九
九
七
～
九
八
年
か
ら
二
0
0
二
～
0
三
年
の
過
去
五
年
間
、
給

付
奨
学
金
は
、
ロ
ー
ン
よ
り
も
急
速
に
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
過
去

二
年
間
、
ロ
ー
ン
の
伸
び
が
特
に
著
し
か

っ
た
。
二
0
0
二
～
0
三

年
、
二
0
0
三
～
0
四
年

の
両
年
、
給
付
奨
学
金
の
伸
び
は
鈍
化
し

た
。
そ
の
結
果
、
給
付
対
ロ
ー
ン
の
比
は
、
二
0
0

一
～
0
二
年
以

来
、
低
下
し
て
い
る
。
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
大
学
院
生
が
ロ
ー

ン
を
利
用
す
る
率
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
点
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
大
学
院
生
が
給
付
奨
学
金
を
受

給
す
る
比
率
は
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
る
。

二
0
0
0
～
0

一
年

の
比
率
は
同
じ
だ

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
部
学
生
は
、
や
や
ロ
ー
ン
の
ほ
う
が
給
付
よ
り
も
高
く
な

っ
て
い

る
。
民
間
の
学
生
ロ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
近
年
飛
躍
的
に
伸
び
て
い

る
。
ま
た
、
保
護
者
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
ロ
ー
ン
も
、
急
速
に
伸

び
て
い
る
。

デ
ー
タ
収
集
上
の
限
界

本
報
告
書
で
は
、
学
生
が
利
用
可
能
な
す
べ
て
の
形
態
の
給
付
奨

学
金
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
漏
れ
て
い
る

も

の
は
比
較
的
少
な
い
。
本
報
告
書
に
お
け
る
調
査
手
法
で
は
、
雇

用
主
か
ら
学
生
が
受
け
る
授
業
料
補
助
や
様
々
な
民
間
資
金
に
よ
る

奨
学
金
は
取
り
扱

っ
て
い
な
い
。
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
最
近
の

新
形
態

の
学
生
資
金
給
付
を
代
表
す
る
民
間
に
よ
る
ロ
ー
ン
や
税
金



4243

特集 ・育英奨学事業特集 ・育英奨学事業

の
教
育
費
還
付
を
加
え

つ
つ
も
、
学
生
支
援
の
定
義
は
各
年
度
間
で

一
貫
し
て
い
る
。
連
邦
政
府
の
学
生
支
援
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
デ

ー
タ
が
利
用
可
能
で
あ
る
が
、
本
報
告
書
で
扱
う
す
べ
て
の
資
金
に

つ
い
て
正
確
な
デ
ー
タ
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
高
等
教
育
機
関
が

提
供
す
る
給
付
奨
学
金
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
特
に
欠
如
し
て
い
る
。

最
善
の
推
計
値
を
得
る
た
め
に
利
用
可
能
な
す
べ
て
の
情
報
を
活
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
数
値
は
近
似
値
に
す
ぎ
な
い
点
が
認
識
さ
れ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

当
ボ
ー
ド
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
保
有
す
る
基
本
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
関
す

る

一
九
六
三
～
六
四
年
以
来
の
統
計
は
、
付
録
に
収
録
し
て

い
る
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
当
ボ
ー
ド
は
、
収
録
対
象
や

「学
生
支
援

の
動
向
」
の
デ
ー
タ
の
有
用
性
を
拡
充
す
る
た
め
の
読
者
の
コ
メ
ン

ト
や
示
唆
を
歓
迎
す
る
。
w
w
w
.
c
o
l
l
e
g
e
b
o
a
r
d
.
c
o
m

で
カ
レ
ッ
ジ
ボ

!
ド
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
訪
問
し
て

「教
育
関
係
者
」
(
E
d
u
c
a
t
o
r
s

)

を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
、
こ
の
報
告
書
及
び
同
時
刊
行
の

「カ
レ
ッ
ジ

教
育
費

の
動
向
二
0
0
四
」
(
T
r
e
n
d
 
i
n
 
C
o
l
l
e
g
e
 
P
r
i
c
i
n
g
 
2
0
0
4

)
の

電
子
フ
ァ
イ
ル
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト

【学
生
支
援
全
体
】

二
0
0
三
～
0
四
年
度
に
お
い
て
は
、
学
部
及
び
大
学
院
生
が
受

給
し
た
財
政
支
援
は
総
額

一
二
二
0
億
ド
ル
に
達
す
る
。
こ
れ
は
前

年
度
比
一
一

%
増

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
で
あ

る
。
連
邦
政
府
以
外

の
も
の
が
提
供
す
る
ロ
ー
ン
の
う
ち
学
生
に
対
す
る
補
助
が
な
い
も

の
を
除
い
た
援
助
の
総
額
は

一
一
一
0
億
ド
ル
で
あ
り
、
九
%
の
増

加

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
で
あ
る
。
全
学
生
向
け
と
学
部
学
生
向
け

給
付
奨
学
金
は
六
%

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
、
教
育

ロ
ー
ン
の
規
模

は

一
六
%
増
加
し
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
で
も
学
生

一
人
当
た
り
に

対
す
る
給
付
奨
学
金
の
割
合
は
五
%
増
加
し
た
。
全
学
生
の
場
合
も
、

学
部
学
生
の
場
合
で
も
学
生

一
人
当
た
り
に
対
す
る
ロ
ー
ン
の
伸
び

率
は

一
人
当
た
り
給
付
金
の
伸
び
率
の
約
三
倍
で
あ
る

(表
1
、
表

2
、
表
7
参
照
)。

【過
去

一
〇
年
の
動
向
】

こ
の

一
0
年
間
、
援
助
の
総
額
は
イ
ン
フ
レ
調
整
後
で

一
二
二
%

増
加
し
て
い
る
。
給
付
奨
学
金
は
実
質
で
八
四
%
、
教
育
ロ
ー
ン
の

規
模
は
一
三
七
%
増
加
し
て
い
る
。
支
援
規
模
が
増
え
て
い
る
こ
と
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の

一
因
と
し
て
入
学
者
数

の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
フ
ル
タ
イ
ム

換
算
で

の
学
生

一
人
当
た
り
の
給
付
額
も
実
質
で
六
四
%
、
教
育

ロ

ー
ン
に

つ
い
て
は
イ

ン
フ
レ
調
整
後

で

一
一
一
%
の
増
加
で
あ

っ

た
。

一
九
九
六
年
か
ら
二
0
0

一
年
に
か
け
て
は
、

一
九
九
〇
年
か

ら

一
九
九
三
年
と
同
じ
く
、

ロ
ー
ン
よ
り
給
付
奨
学
金
の
伸
び
率
が

大
き
か

っ
た
が
、
二
0
0
二
年
か
ら
二
0
0
三
年
に
関
し
て
は
、
状

況
が
変
わ
っ
た
。
学
生
向
け
民
間
ロ
ー
ン
を
の
ぞ
け
ば
、
支
援
総
額

は

一
九
九
三
～
九
四
年
度
か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の

一
0
年
間

で
倍
増
し
て
い
る

(表
1
、
表
2
、
表
7
参
照
)。

【貸
与
奨
学
金

(ロ
ー
ン
)
と
給
付
奨
学
金
】

二
0
0
三
～
0
四
年
度
で
は
、
支
援
の
う
ち

ロ
ー
ン
は
五
六
%
、

給
付
奨
学
金
は
三
八
%
、
ワ
ー
ク

・
ス
タ
デ
ィ
は

一
%
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
は
五
%
で
あ

っ
た
。
し
か
し
支
援
の
内
訳
は
、
学
部
学
生

と
大
学
院
生
で
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
学
部
学
生
対
象

の
支
援
の
う

ち
給
付
奨
学
金
は
四
四
%
を
占
め
る

(
一
九
九
三
～
九
四
年
度
の
四

八
%
か
ら
は
下
落
)
が
、
大
学
院
生

の
分
は
二
二
%
に
す
ぎ
な
い

(
一
九
九
三
～
九
四
年
度
の
三
七
%
か
ら
下
落
)
。
逆
に
い
え
ば
、
学

部
学
生
向
け
支
援

の
半
分
は
ロ
ー
ン
の
形
を
取

っ
て
お
り
、
大
学
院

生
向
け

で
は
ロ
ー
ン
が
四
分
の
三
を
占
め
て
い
る
。

【連
邦
政
府
の
支
援
全
体
と
カ
レ
ッ
ジ
貯
蓄
プ
ラ
ン
】

連
邦
政
府
は
二
0
0
三
～
0
四
年
度
に
八

一
0
億
ド
ル
以
上
を
学

生
支
援
と
し
て
拠
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
実
質
金
額
で
前
年
度
比

一

0
%
増
で
あ
る
。
支
援
の
う
ち
七
0
%
は
ロ
ー

ン
の
形
を
取

っ
て
い

る
。
こ
の
比
率
は

一
九
九
二
～
九
三
年
度
に
は
六
四
%
、
非
補
助
方

の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
が
完
全
に
施
行
さ
れ
た
後
の

一
九
九
六

～
九
七
年
度
で
は
七
八
%
で
あ

っ
た
。
今
年
度

の
貸
与
と
給
付
の
奨

学
金
増
加
率
が
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
だ

っ
た
た
め
、
前
年
度
は
減
少
し
て

い
た
連
邦
政
府
の
支
援
に
占
め
る
ロ
ー
ン
の
割
合
が
六
八
%
に
増
加

し
た
。
給
付
奨
学
金
は
連
邦
政
府
の
学
生
支
援

の
う
ち
二

一
%
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
は
八
%
を
占
め
る
。

連
邦
政
府
給
付
奨
学
金
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ニ
ー
ド
型
で
あ
り
、
な

か
で
も
低
所
得
世
帯
学
生
向
け
の
援
助
と
し
て
は
ペ
ル
奨
学
金
が
重

要
で
あ
る
が
、

ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
連
邦
政
府
支
援
金
の

割
合
は
減
少
し
て
い
る
。
非
補
助
型
の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
、

連
邦
政
府
に
よ
る
保
護
者
向
け

ロ
ー
ン
、
そ
し
て
税
制
上
の
優
遇
措

置
を
あ
わ
せ
る
と
、
連
邦
政
府
の
学
生
支
援
全
体
の
四
五
%
を
占
め

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
学
生
や
家
庭
に

と

っ
て
大
学

へ
の
進
学
が
可
能
な
も
の
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
最
も
低
い
所
得
水
準
層
向
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
税
還

付
金
の
四
0
%
以
上
と
、
授
業
料
等
納
付
金
に
係
る
教
育
費
減
税
分

の
七
六
%
は
、
年
収
が
五
万
ド
ル
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
家
庭
の
も

の
と
な
る
。
教
育
貯
蓄
の
優
遇
措
置
も
ま
た
そ
れ
ほ
ど
低
所
得
者
層

を
益
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
税
還
付
を
含
む
課
税
規
定
に
は
所

得
制
限
が
あ
る
が
、
五
二
九
条
の
カ
レ
ッ
ジ
貯
蓄
に
は
そ
の
よ
う
な

規
制
は
な
い
。
こ
の
口
座
は
急
成
長
し
て
お
り
、
口
座
総
額
は
五
四

0
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
。

一
口
座
当
た
り
の
平
均
額
は
約
八
0
0
0
ド

ル
で
あ
る
。

連
邦
政
府
教
育
支
援
促
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
こ
の

一
0
年
で

実
質
三

一
%
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
州
が
ニ
ー
ド

型
の
給
与
奨
学
金
を
支
給
す
る
際
に
連
邦
政
府
が
同
額
の
補
助
を
す

る
も
の
で
あ
り
、
各
州
が
、
低
所
得
者
層

へ
の
給
付
奨
学
金
を
増
や

す
よ
う
に
連
邦
政
府
が
誘
導
す
る
施
策
と
な

っ
て
い
る
。

【
ペ
ル
奨
学
金
】

ペ
ル
奨
学
金
の
資
金
は
二
0
0
二
～
0
三
年
度
か
ら
二
0
0
三
～

0
四
年
度
に
か
け
て
六
%

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
増
加
し
、
そ
の
実

質
金
額

の
伸
び
は

一
九
九
九
～
二
0
0
0
年
度
以
来
最
も
小
幅
な
も

の
だ

っ
た
。
そ
れ
以
来
、
資
金
は
実
質
ベ
ー
ス
で
六
0
%
増
加
し
て

い
る
。
二
0
0
三
～
0
四
年
度
に
は
、
ペ
ル
奨
学
金
と
し
て

一
二
七

億
ド
ル
が
五

一
0
万
人
の
学
生
に
支
給
さ
れ
、

一
人
当
た
り
の
給
付

金
平
均
額
は
二
四
六
六
ド
ル
で
あ

っ
た
。
二
0
0
三
～
0
四
年
度
は

ペ
ル
奨
学
金
の
受
給
者
が
約
七
%
増
加
し
た
た
め
、
給
付
金
平
均
額

は
イ
ン
フ
レ
調
整
後
で

一
%
減
少
し
て
い
る
。

一
九
九
九
～
二
0
0

0
年
度
以
来
、
イ
ン
フ
レ
調
整
後
の
ペ
ル
奨
学
金
平
均
額
が
減
少
し

た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

一
九
九
九
～
二
0
0
0
年
度
以
降
、
給
付
奨
学
金
の
平
均
額
は
実

質
ベ
ー
ス
で

一
七
%
上
昇
し
て
い
る
。
二
0
0
三
～
0
四
年
度
に
お

い
て
は
、
ペ
ル
奨
学
金

の
平
均
額
は
、
平
均
的
な
二
年
制
公
立
カ
レ

ッ
ジ
の
授
業
料
、
住
居
費
と
食
費
の
三
二
%
、
平
均
的
な
公
立
四
年

制
大
学
に
か
か
る
費
用
の
二
一二
%
、
平
均
的
な
私
立
大
学
に
か
か
る

費
用
の
九
%
に
な

っ
て
い
る
。

一
九
八
0
～
八

一
年
に
は
、
四
年
生

公
立
大
学
に
か
か
る
費
用
の
三
五
%
が
ペ
ル
奨
学
金

の
平
均
額
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
た
。

ペ
ル
奨
学
金
の
最
高
支
給
額
は
二
0
0
二
～
0
三
年
度
よ
り
二
0

0
三
～
0
四
年
度
が
五
0
ド
ル
高
く
、
名
目
ベ
ー
ス
で
は

一
%
の
上

昇
に
な
る
が
イ
ン
フ
レ
調
整
後
で
は

一
%
の
下
落
に
な
る
。

一
九
九

三
～
九
四
年
度
か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の

一
0
年
間
に
、
奨
学

金
の
最
高
支
給
額
は
実
質
ベ
ー
ス
で
三
八
%
上
昇
し
た
。

営
利
目
的
の
高
等
教
育
機
関
に
所
属
す
る
学
生
に
給
付
さ
れ
る
ペ

ル
奨
学
金

の
割
合
は
、

一
九
九
二
～
九
三
年
度

の

一
九
%
か
ら

一
九

九
七
～
九
八
年
度
の

一
二
%
に
減
少
し
た
が
、
二
0
0
二
～
0
三
年
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度
に
は

一
五
%
に
上
昇
し
た
。
二
年
制
の
公
立
カ
レ
ッ
ジ
や
四
年
制

の
公
立
カ
レ
ッ
ジ

・
大
学
の
学
生
は
ペ
ル
奨
学
金
総
額
の
そ
れ
ぞ
れ

三
分
の

一
を
受
給
し
て
い
る
。
四
年
制
私
立
カ
レ
ッ
ジ

・
大
学

の
学

生
の
総
受
給
額
は
、
奨
学
金
資
金
全
体
の
半
分
を
占
め
る
。

【州
政
府
の
給
付
奨
学
金
】

州
政
府
の
給
付
奨
学
金
は
学
生
支
援
の
五
%
を
占
め
る
が
、

一
九

九
三
～
九
四
年
度
か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の

一
0
年
間
、
イ
ン

フ
レ
調
整
後
で
九
九
%
上
昇
し
て
い
る
。
今
年
度

の
実
質
成
長
は

二
%
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は

一
九
八
0
年
以
降
最
も
小
幅
な
上
昇
率
で

あ
る
。

一
0
年
前
に
は
家
計
以
外
の
基
準
で
採
用
さ
れ
た
学
生
は

一

0
%
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
割
合
は
現
在
二
五
%
ま
で
上

が

っ
て
い
る
。

【機
関
援
助
制
度

(高
等
教
育
機
関
に
よ
る
支
援
)】

カ
レ

ッ
ジ
や
大
学
で
は
、
約
二
三
0
億
ド
ル
の
資
金
を
給
付
奨
学

金
と
し
て
配
分
し
て
い
る
。
こ
れ
は
学
生
支
援
に
か
か
る
総
資
金
の

一
九
%
、
全
日
制
の
学
部
学
生
が
受
給
す
る
給
付
奨
学
金

の
約
半
分

を
占
め
る
。
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
支
援
金
は
イ
ン
フ
レ
調
整
後
で

こ
の

一
0
年
間
に
倍
増
し
て
い
る
。
公
立
カ
レ
ッ
ジ
や
大
学
に
所
属

し
て
い
る
学
生
の
四
分
の

一
と
私
立
高
等
教
育
機
関
に
所
属
す
る
学

生
の
六
0
%
が
、
高
等
教
育
機
関
に
よ
る
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
。

州
政
府

の
奨
学
金
と
同
様
に
、
機
関
に
よ
る
奨
学
金
も
、
所
得
水
準

が
平
均
以
上
の
世
帯
の
学
生
に
集
中
し
て
い
る
。
学
力
に
基
づ
く
機

関
奨
学
金

の
割
合
は
、

一
九
九
二
～
九
三
年
度
か
ら

一
九
九
九
～
二

0
0
0
年
度
の
問
私
立
の
高
等
教
育
機
関
で
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
立
、
私
立
両
方
に
お
い
て

一
九
九
0
年
代
を
通
し
て
所
得
水
準
が

上
位

の
世
帯
出
身
学
生
に
対
す
る
支
援
が
最
も
急
速
に
増
え

て
い

る
。

【
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
】

学
部
学
生
に
対
す
る
補
助
型
の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
の
平
均

額
は

一
九
九
三
～
四
年
度
か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
間
で

一
四
%

減
少
し
た

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
ロ
ー
ン
の
受

給
者
が
五
六
%
増
加
し
た
の
で
、
こ
の
奨
学
金

の
規
模
全
体
は
イ
ン

フ
レ
調
整
後
で
三

一
%
増
加
し
た
。
学
部
学
生
向
け
非
補
助
型
ス
タ

フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
の
平
均
額
は
、
こ
の

一
0
年
で
八
%

(イ
ン
フ

レ
調
整
後
)
増
加
し
た
。

非
補
助
型
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
は
ス
タ

フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン

全
体
の
四
八
%
を
占
め
る
が
、
学
部
学
生
向
け
は
全
体
の
四

二
%
に

す
ぎ
な
い
。
「学
部
学
生
に
係
る
保
護
者
ロ
ー
ン

(P
L
U
S
)」
や
そ

の
他
の
連
邦
政
府
ロ
ー
ン
を
ふ
く
め
た
連
邦
政
府
教
育
ロ
ー
ン
全
体

に
占
め
る
補
助
型
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
の
割
合
は
、
こ
の

一
0

年
で
六
三
%
か
ら
四
五
%
に
減
少
し
て
い
る

(表
1
、
表
2
、
表
4
参

照
)。

「
フ
ォ
ー
ド
直
接
学
生

ロ
ー
ン
」
の
制
度
で
は
、
学
生
は
連
邦
政
府

が
保
証
し
て
い
る
ス
タ
フ
ォ
ー
ド

・
ロ
ー
ン
を
民
間
の
金
融
機
関
か

ら
受
給
す
る
の
で
は
な
く
、
在
籍
機
関
を
通
し
て
、
連
邦
政
府
か
ら

直
接
貸
与
さ
れ
る
。
連
邦
政
府
ロ
ー
ン
に
し
め
る
F
D
S
L
P
の
割

合
は
、

一
九
九
七
～
九
八
年
度

(ピ
ー
ク
時
)
の
三
三
%
か
ら
二
0

0
三
～
0
四
年
度
に
は
二
三
%
ま
で
下
落
し
た

(表
1
、
表
2
参
照
)。

【保
護
者
ロ
ー
ン
】

「学
部
学
生
に
係
る
保
護
者
ロ
ー
ン

(P
L
U
S
)」
の
利
用
者
は

一
九
九

三
～
九
四
年
度
の
三

一
万
人
か
ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の

七
三
万
五
千
人
に
増
加
し
て
い
る
。
平
均
貸
与
額
の
八
八
三
九
ド
ル

は
、
こ
の

一
0
年
で
イ
ン
フ
レ
調
整
後
五
四
%
の
増
加
で
あ
る

(表

2
、
表
4
参
照
)。

【連
邦
政
府
以
外
の
ロ
ー
ン
】

連
邦
政
府
以
外
の
借
入
額
は
二
0
0
三
～
0
四
年
度
に

三

三
億

ド
ル
に
の
ぼ
り
、
前
年
度
比
実
質
で
三
九
%
、
こ
の
三
年
で
は

一
四

七
%
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ー
ン
の
う
ち

一
0
六
億
ド
ル
が
民
間

か
ら
の
借
り
入
れ
で
あ
り
、
残
り
が
州
政
府
運
営
の
も
の
で
あ
る
。

銀
行
や
他
の
民
間
機
関
か
ら
の
ロ
ー
ン
の
割
合
は
、
こ
の
五
年
で
教

育
ロ
ー
ン
全
体
の
七
%
か
ら

一
六
%
に
上
昇
し
て
い
る

(表
1
、
2

参
照
)。

【学
生

一
人
当
た
り
の
支
援
額
】

高
等
教
育
機
関
に
在
籍
す
る
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
の
学
生
は
こ
の

一

0
年
で

一
三
%
増
加
し
た
。
高
等
教
育

へ
の
進
学
率
上
昇
、
人
口
構

成
の
変
化
、
経
済
の
不
況
、
授
業
料
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
財
政
支

援
を
必
要
と
す
る
学
生
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。
ベ
ル
奨
学
金
の

受
給
者
は
こ
の

一
0
年
間
で
三
七
%
増
加
し
、
「補
助
的
教
育
機
会

奨
学
金
」
の
受
給
者
は

一
六
%
、
ワ
ー
ク

・
ス
タ
デ
ィ
は
五

一
%
も

増
加
し
て
い
る
。
毎
年
新
規
に
設
定
さ
れ
る
連
邦
政
府
の
ロ
ー
ン
の

件
数
は
、
学
部
学
生
向
け
が

一
二
五
%
、
大
学
院
生
向
け
が

一
九

三
%
増
加
し
て
い
る
。
全
連
邦
政
府
ロ
ー
ン
の
平
均
額
は
、
学
部
学

生

一
人
当
た
り
三
九
五
七
ド
ル
と
な
り
、
こ
れ
は
イ
ン
フ
レ
調
整
後

で
、
こ
の

一
0
年
間
に
二
%
の
下
落
と
な
る
が
、
大
学
院
生

一
人
当

た
り
は
九
二

一
五
ド
ル
で

一
九
九
三
～
九
四
年
度
よ
り

一
二
%
増

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
と
な

っ
て
い
る
。

総
合
す
る
と
給
付
奨
学
金
、
ロ
ー
ン
を
ふ
く
め
た
場
合
、
フ
ル
タ

イ
ム
換
算
で
学
生

一
人
当
た
り
が
受
け
る
ロ
ー

ン
の
二
0
0
三
～
0
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四
年
度

の
平
均
額
は
五
八
四
0
ド
ル
で
あ
り
、
給
付
奨
学
金
の
平
均

額
は
三
九
八
六
ド
ル
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
は

一
人
当
た
り
五
四
0

ド
ル
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
部
学
生
と
大
学
院
生
で
は
状

況
は
全
く
異
な
る
。
平
均
し
て
、
学
部
学
生
は
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
学

生

一
人
当
た
り
四
三
四
三
ド
ル
の
ロ
ー
ン
を
受
け
て
お
り
、
こ
の

一

0
年
で
七
0
%
の
増
加

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)、
給
与
奨
学
金
は
三

八
七
二
ド
ル
で
あ
り
、
こ
の

一
0
年
で
六
0
%
の
増
加
で
あ

っ
た
。

一
方
、
大
学
院
生
は
給
付
奨
学
金
の
平
均
額
は
五
八
三
ド
ル
に
過
ぎ

ず
、
一
人
当
た
り
ロ
ー
ン
の
平
均
額
の
三
0
%
以
下
で
あ
る

(表
3
、

表
4
、
表
7
参
照
)。

一
九

八
三
～
八
四
年
度
か
ら

一
九
九
三
～
九
四
年
度
の

一
0
年
間

で
、
イ

ン
フ
レ
調
整
後
の
授
業
料
等
納
付
金
は
、
公
立
の
四
年
制
で

五
四
%
、
私
立
の
四
年
制
で
五
0
%
上
昇
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の

一
0
年
間
で
、
学
費

の
上
昇
は
鈍
化
し
て
お
り
、
公
立
で
四
四
%
、

私
立
で
は
三
五
%
で
あ
る
。
す
べ
て
の
時
代
を
通
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「定
価
」

の
大
学
授
業
料
は
、
大
学
生
を
持

つ
可
能
性

の
高

い
家
庭

の
平
均
所
得
を
相
当
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
二

0
年
間
、

一
人
当
た
り
の
学
生
に
対
す
る
学
生
支
援

の
伸
び
率
は
、

授
業
料
等
納
付
金
の
上
昇
率
よ
り
も
大
き

い
が
、
ロ
ー
ン
の
ほ
う
は

さ
ら
に
早
い
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
る
。

一
九
九
三
～
九
四
年
度
か

ら
二
0
0
三
～
0
四
年
度
の
問
、
フ
ル
タ
イ
ム
換
算
学
生

一
人
当
た

り
に
対
す
る
給
付
奨
学
金
は
六
四
%
増
加
し
て
い
る
が
、
ロ
ー
ン
の

場
合
は

一
一
一
%
で
あ
る

(イ
ン
フ
レ
調
整
後
)
。

高
所
得
者
と
低
所
得
者
の
収
入
差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
る
た
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め
、
家
計
の
平
均
収
入
は

一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
な
い
。
大
学
に
か
か

る
費
用
と
平
均
的
家
計
収
入
の
相
対
的
な
変
化
は
、
裕
福
な
家
庭

へ

の
影
響
を
誇
張
し
、
低
所
得
の
家
庭

へ
の
そ
れ
を
過
小
評
価
し
て
い

る
。給

付
奨
学
金
や
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
様
々
な
利
用
可
能
な
学

学
生

の
教
育
研
究
上

の
事
故
と
補
償
制
度
に

つ
い
て

財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援
協
会

一

事
業
の
移
管

大
学
等
関
係
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
で
に
ご
周
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
（財
）
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
が
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険

・
学
研
災
付
帯
賠
償
責

任
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
の
関
係
法
人
の
統
合
再
編
に

よ
り
、
平
成

一
六
年
四
月

一
日
か
ら

（財
）
日
本
国
際
教
育
支
援
協

会

（旧

（財
）
日
本
国
際
教
育
協
会
）
に
移
管

・
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
事
業
の
内
容
を
継
承
す
る
だ
け
で
な

く
、
今
後
も
保
険
制
度
の
改
善

・
拡
充
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

関
係

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め
て
こ
の
事
業
に
対
し
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二

創
設
か
ら
現
在
ま
で

（学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害
保
険
の
創
設

・
普
及
）

大
学
教
育
の
拡
充
に
伴
う
学
生
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
教
育
研

究
中
に
お
け
る
学
生
の
災
害
事
故
が
年
々
増
加
し
、
後
遺
障
害
や
死

亡
の
場
合
に
特
別
な
給
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
、
全
国
規
模

の
統

一
的
補
償
制
度
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
学
術
会
議
に

よ
る

「大
学
院
生
な
ど
無
給
研
究
者
の
研
究
災
害
補
償
制
度
の
確
立

等
に
つ
い
て
」
の
勧
告
、
国
立
大
学
協
会
に
よ
る

「正
課
中
に
お
け

る
学
生
の
災
害
事
故
対
策
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
等
に
よ
り
、
当
時

の
文
部
省

（現
文
部
科
学
省
）
は
、
「学
生
の
教
育
研
究
災
害
補
償

制
度
に
関
す
る
調
査
研
究
会
」
を
設
置
し
、
各
大
学
に
お
け
る
災
害

事
故
の
実
態
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
て
、
そ
の
最

生
支
援
の
お
か
げ
で
、
学
生
と
そ
の
家
庭
が
支
払
う
純
然
た
る
費
用

は
、
公
表
価
格
の
授
業
料
等
納
付
金
か
ら
は
か
な
り
安
く
な
っ
て
い

る
。




